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促
成
の
摘
心
栽
培
で
は
子
〜
孫
づ
る
、

つ
る
下
ろ
し
栽
培
で
は
主
枝
と
な
る
子

づ
る
の
収
穫
期
で
す
。
ハ
ウ
ス
内
の
温

度
管
理
は
全
作
型
で
午
前
中
は
26
〜
28

℃
、
午
後
は
23
〜
25
℃
、
夜
間
は
12
〜

14
℃
を
目
標
に
管
理
し
ま
す
。

　
摘
心
栽
培
で
は
採
光
・
通
風
を
良
く

す
る
た
め
に
孫
づ
る
ま
で
は
規
則
的
に

摘
心
し
、
ひ
孫
以
降
は
成
長
点
を
２
〜

３
本
確
保
し
な
が
ら
込
み
あ
っ
た
場
所

の
枝
を
中
心
に
整
理
し
ま
す
。
追
肥
は

10
ａ
あ
た
り
窒
素
成
分
で
、
月
に
５
〜

６
㎏
を
灌
水
時
に
施
用
し
ま
す
。

　
つ
る
下
し
栽
培
で
も
着
果
が
安
定
し

て
き
た
ら
、
午
前
中
は
空
中
湿
度
を
確

保
す
る
た
め
に
内
張
り
ビ
ニ
ー
ル
の
開

閉
に
よ
り
湿
度
調
整
し
、
追
肥
は
摘
心

栽
培
と
同
様
に
行
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
天
候
が
よ
く
、
日
射
量
も

強
い
た
め
、
潅
水
に
つ
い
て
は
、
こ
ま

め
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ハ
ウ
ス
閉
め
切
り
前
の
虫
の
防
除
を

徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

　
Ｍ
Ｙ
Ｓ
Ｖ
の
発
生
時
に
は
、
抜
根
し
、

蔓
延
防
止
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
低
温
期
に
入
り
ス
リ
ッ
プ
ス
の
動
き
は

鈍
く
な
る
も
の
の
存
在
は
し
て
い
ま
す
。

徹
底
防
除
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今

期
は
暖
冬
の
予
想
と
な
っ
て
お
り
、
こ
ま

め
な
換
気
を
行
わ
な
い
と
湿
度
が
篭
り
病

気
の
発
生
を
助
長
し
ま
す
。
こ
ま
め
な
換

気
・
防
除
を
行
い
、
病
気
が
入
ら
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
低
温
多
湿
状
態
で

は
白
斑
葉
枯
病
の
発
生
が
助
長
さ
れ
ま

す
。

　
低
温
期
に
入
る
と
ハ
ウ
ス
サ
イ
ド
を

閉
め
る
時
間
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
循
環
扇
の
運
転
、
ダ
ク
ト
送
風
、
こ

ま
め
な
ハ
ウ
ス
開
閉
等
で
ハ
ウ
ス
内
の

湿
度
を
低
減
し
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ウ
ス

内
が
多
湿
に
な
る
と
軟
腐
病
、
疫
病
、

灰
色
カ
ビ
病
、
斑
点
病
、
斑
点
細
菌
病

等
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
各
病
気
に
対
し
て
の
農
薬
散
布
に
よ

る
予
防
防
除
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
樹
勢
の
状
態
に
も
よ
り
ま
す
が
、
早

め
の
主
枝
更
新
・
摘
房
の
実
施
に
よ
る

樹
勢
回
復
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
等
の
害
虫
に
関
し
ま
し
て

も
継
続
し
た
防
除
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
厳
寒
期
に
備
え
、
草
勢
管
理
に
努
め
る
】

○
栽
培
管
理

　
生
育
が
旺
盛
に
見
え
て
き
ま
す
が
、
養

水
分
の
吸
水
量
は
減
っ
て
き
ま
す
。
施
肥

量
が
多
い
と
土
壌
養
液
濃
度
が
高
く
な
っ

て
、
吸
収
が
抑
え
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い

の
で
追
肥
は
草
勢
を
見
な
が
ら
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
厳
寒
期
は
温
度
管
理
が
非
常
に

重
要
で
す
。
注
意
し
て
こ
ま
め
な
温
度
管

理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
病
虫
害
対
策

　
摘
葉
を
行
い
、
ハ
ダ
ニ
対
策
と
し
て

ベ
タ
ベ
タ
系
と
化
学
農
薬
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
葉
裏
ま
で
し
っ
か
り
か
け
て

く
だ
さ
い
。
う
ど
ん
こ
病
も
広
が
っ
て

か
ら
で
は
防
除
が
難
し
い
の
で
、
予
防

散
布
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

　
剪
定
の
方
法
に
よ
っ
て
は
翌
年
の
樹

勢
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
樹
勢
に
応

じ
て
、
強
い
も
の
は
結
果
枝
を
多
く
、

弱
い
も
の
は
少
な
く
残
す
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
粗
皮
・
巻
き
づ
る
等
は
、

病
害
虫
の
越
冬
源
と
な
る
た
め
除
去
し

て
く
だ
さ
い
。

　
果
実
が
成
熟
期
に
近
く
な
る
頃
か
ら
、

薬
剤
散
布
や
ハ
ウ
ス
内
の
湿
度
に
よ
る

果
実
の
濡
れ
に
よ
り
裂
果
し
ま
す
。
こ

の
た
め
、
薬
剤
散
布
は
成
熟
期
（
12
月

中
旬
頃
）
以
降
に
つ
い
て
は
、
で
き
る

だ
け
実
施
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
成
熟
期
以
降
は
う
る
み
果

防
止
の
た
め
、
ハ
ウ
ス
内
気
温
を
外
気

温
と
同
等
程
度
に
抑
え
て
く
だ
さ
い
。

完
全
着
色
（
リ
ン
グ
抜
け
）
の
為
に
潅

水
を
切
ら
ず
に
少
量
の
潅
水
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
着
果
時
期
が
遅
れ
た
圃
場
に
つ
い
て

は
、
12
月
中
旬
頃
ま
で
秋
季
加
温
を
実

施
し
、
果
実
肥
大
を
図
っ
て
く
だ
さ
い

（
昼
温
27
〜
28
℃
、
夜
温
は
、
外
気
温
＋

３
℃
設
定
で
管
理
し
、
徐
々
に
降
温
し

て
く
だ
さ
い
）。
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永友雅彦さんＧチャンピオン
　児湯畜連は11月７日、新富町の児湯
地域家畜市場で11月期郡市子牛品評会
を開き、西都・児湯管内から31頭が出
品されました。厳正な審査の結果、川南
町・野田の永友雅彦さんの子牛「さいご
う21」がグランドチャンピオンに輝き
ました。
　血統は、父「白隆鵬」、母の父「満天
白清」、母の祖父「華春福」で、2023年
１月20日生まれ。

　全国和牛登録協会宮崎県支部は「全体
的に発育良好で、体の伸びや腹容、骨の
締まりなども良かった。中でもＧチャン
ピオン牛は体積や輪郭の鮮明さに秀でて
いた」と高く評価しました。
　永友さんは「家族の協力もあって、育
てる中で良くなった。同じ町の後輩の頑
張る姿も良い刺激になった。同業者間で
これからも高め合い、良い牛を育ててい
きたい」と笑顔で話されました。

永友 雅彦さん

川南、さいごう21
白隆鵬、満天白清、華春福

グランドチャンピオン

　農機燃料課は10月19・20日の２日間、農機センターにて秋の農機展示

会を開き、177名の来場者が訪れました。メーカー10社が出展し、大型ト

ラクターやラジコン草刈り機など様々な商品がずらりと並びました。

　来場者は「近場で展示会が行われるのはありがたい。メーカーの方といろ

いろな話ができて勉強にもなる」と話されました。

　来場者へ記念プレゼントの進呈や４年ぶりとなる整備士特製カレーの振る

舞いなどもあり、多くの組合員が集まった会場は大きな賑わいを見せました。 メーカー説明を聞く来場者

秋の農機展示会 ／ 最新機種を紹介

　ＪＡ尾鈴は10月26日、川南町中央検査場でＪＡ

尾鈴畜魂祭を開催しました。本多久巳典組合長、東

高士川南町長、坂田広亮都農町長をはじめ、畜産関

係者や、行政の関係者ら46名が出席しました。

　同祭は食肉として命を頂いた牛や豚などへの感謝

を込めて例年10月に行っています。同町内にある

平田神社の永友宮司により神事が行われ、関係団体

の代表者らが玉串を捧げました。
畜魂祭の様子

J
A
尾
鈴
畜
魂
祭

命に感謝を忘れず


